
お子さんは、スマホ・タブレット・ポータブルゲーム機を使い過ぎていませんか？
皆さんは、電子メディアが子どもにどんな影響があるかをご存じでしょうか。子ど
もたちの健やかな育ちのために、電子メディアの子どもへの影響を学びましょう。
そして、人権を守るために親子でスマホやタブレットなどの情報機器を正しく安全
に使うための知識や能力（スマホリテラシー、メディアリテラシー）を身につけて
いきましょう。

【お問い合せ】福岡市立西市民センター ☎０９２－８９１－７０２１

＃１ 2024.6.7（金）

生活困難を抱えている家庭は、人や地域とのつながりが狭いのが実情です。最近で
は孤立や不安から虐待に至ることもあります。孤立させないために地域活動に参加
できる機会を作る。また、敷居を下げたり間口を広げたりするなど、「はじめの一歩」
を踏み出しやすい支援を行うことが重要となります。とはいえ、紋切り型の支援に留
まらず地域の実情に応じたアウトリーチ的支援を地道に続けていくことが大切です。
自分たちの地域の現状を踏まえ、どのような支援が出来るのか一緒に考えていきましょう。

現代の部落問題を中心に、マイノリティ（少数派・被支配的集団）であるがゆえに
マジョリティ（多数派・支配的集団）から見過ごされがちな差別・排除などの社会
問題について研究しています。部落差別の現実を理解・認識し、人権が実現された
社会を築くために一緒に考えていきましょう。

＃２ 2024.6.19（水）

＃３ 2024.7.10（水）～8.９（金）

14：00～16：00

15：00～17：00

Web講演会

●会場：西市民センター第1会議室
●定員：各100名
●各開催日の2日前までに「希望日、氏名、電話番号」を西市民センターへご連絡（電話またはメール）下さい。
※電話（891-7021）、メール（main@nishi-civic-center.jp)

●手話通訳・託児あり（1歳以上～未就学児：各回の10日前までに申込、先着10名）

電子メディアの子どもへの影響
～親子でスマホリテラシー～

宮嶋 晴子さん
九州女子短期大学 教授

内田 龍史さん
関西大学 教授

佐藤 和夫さん

国立病院機構九州医療センター 小児科顧問、NPO子どもとメディア代表理事
日本小児科医会子どもとメディア委員会委員

生活困窮を抱える家庭への支援
～地域参加のはじめの一歩を支えるアプローチ～

部落問題の現在とこれから
～部落差別解消推進法をふまえて～

参加費無料／要申込み

●定員：200名
●7月8日（月）までに「氏名とWeb講演希望」と記載しメールにてお申込み下さい。
（main@nishi-civic-center.jp)
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